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第４３０回（定例）福崎町議会会議録 

平成２２年６月１１日（金） 

午前９時３０分 開   会 

 

  １．平成２２年６月１１日、第４３０回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。 

 

  １．出席議員    １６名 

      １番  松 岡 秀 人       ９番  吉 識 定 和 

      ２番  牛 尾 雅 一      １０番  石 野 光 市 

      ３番  宮 内 富 夫      １１番  小 林   博 

      ４番  釜 坂 道 弘      １２番  東 森 修 一 

      ５番  福 永 繁 一      １３番  冨 田 昭 市 

      ６番  志 水 正 幸      １４番  北 山 孝 彦 

      ７番  難 波 靖 通      １５番  高 井 國 年 

      ８番  広 岡 史 郎      １６番  宇 﨑 壽 幸 

 

  １．欠席議員（な し） 

 

  １．事務局より出席した職員 

    事 務 局 長  中 塚 保 彦  主      査  澤 田 和 也 

 

  １．説明のため出席した職員 

    町 長  嶋 田 正 義  副 町 長  橋 本 省 三 

    教 育 長  髙 寄 十 郎  技 監  中 島   勉 

    会 計 管 理 者  牛 尾 敏 博  総 務 課 長  尾 﨑 吉 晴 

    企 画 財 政 課 長  近 藤 博 之  税 務 課 長  山 口 省 五 

    住 民 生 活 課 長  松 岡 英 二  健 康 福 祉 課 長   高 松 伸 一 

    ま ち づ く り 課 長  志 水 利 雄  産 業 課 長  井 上 茂 樹 

    下 水 道 課 長  後 藤 守 芳  水 道 課 長  豊 國 明 紀 

    社 会 教 育 課 長  山 下 健 介  学 校 教 育 課 長   志 水 清 二 

 

    代 表 監 査 委 員  城 谷   章 

 

  １．議事日程 

    第 １ 会議録署名議員の指名 

    第 ２ 会期の決定 

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 議案の上程・議案説明 

 

  １．本日の会議に付した事件 

    日程第 １ 会議録署名議員の指名 

    日程第 ２ 会期の決定 

    日程第 ３ 諸報告 

    日程第 ４ 議案の上程・議案説明 

 

  １．議案件名 
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    報告第 ４号 平成２１年度財団法人柳田國男・松岡家顕彰会事業報告について 

    報告第 ５号 平成２１年度兵庫県町土地開発公社事業報告について 

    報告第 ６号 平成２１年度福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる繰越計算書の報 

           告について 

    報告第 ７号 平成２１年度福崎町公共下水道事業特別会計予算繰越明許費にかかる 

           繰越計算書の報告について 

    報告第 ８号 平成２１年度福崎町水道事業会計予算繰越計算書の報告について 

    議案第２９号 中播公平委員会委員の選任について 

    議案第３０号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 

    議案第３１号 福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

    議案第３２号 職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正 

           する条例について 

    議案第３３号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について 

    議案第３４号 福崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

    議案第３５号 平成２１年度福崎町水道事業会計歳入歳出決算認定について 

    議案第３６号 平成２１年度福崎町工業用水道事業会計歳入歳出決算認定について 

    議案第３７号 平成２１年度福崎町水道事業剰余金処分について 

    議案第３８号 福崎町道路線の認定及び廃止について 

    議案第３９号 工事請負契約について 

    請願第 ２号 （旧）福崎保育所跡地を町立の公園化にする件 

 

  １．開会及び開議 

 

議    長 皆さん、おはようございます。 

       第４３０回福崎町議会定例会の開会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上

げます。 

       梅雨入りを間近に控え、木々の葉も一段とその色合いを深めてまいりました。 

       国では鳩山首相が辞任し、新菅首相が就任されました。民主党政権は地域主権

の確立が改革の１丁目１番地で位置づけされています。今後も改革が停滞する

ことなく、地方分権が進むよう願うものであります。 

       本日ここに第４３０回福崎町議会定例会が招集されましたところ、議員の皆さ

んにはご健勝にて早朝からご参集を賜り、定刻に開会できますこと、まことに

ありがとうございます。 

       さて、今期定例会に付議される案件は、報告第４号から第８号までの５件、議

案第２９号から第３９号までの１１件及び請願１件の計１７件が予定されてお

ります。 

       何とぞ議員各位には格別のご精励を賜り、慎重審議の上、適正妥当なる結論づ

けが得られますよう、お願い申し上げますとともに、議事の円滑なる運営につ

きましても格別のご協力をお願い申し上げまして、本定例会の開会のごあいさ

つといたします。 

       ただいまの出席議員数は１６名でございます。 

       定足数に達しております。 

       よって、第４３０回福崎町議会定例会が成立したことを宣告いたします。 

       これから本日の会議を開きます。 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 



－3－ 

 

議    長 日程第１は会議録署名議員の指名であります。 

       会議録署名議員の指名は会議規則第１２０条の規定により議長が指名をいたし

ます。 

       ３番、宮内議員 

       １０番、石野議員 

       以上の両君にお願いいたします。 

 

日程第２ 会期の決定 

 

議    長 日程第２は、会期の決定であります。 

       会期の決定の件を議題といたします。 

       去る６月４日、議会運営委員会をひらいて検討をお願いいたしましたところ、

既に皆さんのお手元にお渡ししております日程表案のとおり、本日から６月２３

日までの１３日間としたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議    長 ご異議なしと認めます。 

       よって、会期は本日から６月２３日までの１３日間といたします。 

 

日程第３ 諸報告 

 

議    長 日程第３は、諸報告であります。 

       第４２９回臨時会閉会後、本日までの主要事項について、別紙配付のとおり報

告といたしますので、よろしくお願いいたします。 

       また、例月出納検査の報告書・陳情書・要望書が議長あてに提出されておりま

す。その写しを配付しておりますので、ご覧いただければ幸いかと存じます。 

 

日程第４ 議案の上程・議案説明 

 

議    長 日程第４は、議案の上程であります。 

       これから報告第４号、平成２１年度財団法人柳田國男・松岡家顕彰会事業報告

についてから、請願第２号、（旧）福崎保育所跡地を町立の公園化にする件まで

の１７件を一括議題といたします。 

       これから町長提案の議案に対する上程理由の説明を求めてまいります。 

町    長 第４３０回福崎町議会定例会にご出席をいただきまして、ありがとうございま

す。 

       この議会は、田植えシーズンの大変忙しい時期でありますが、そろってご参加

をいただきまして、大変うれしく思っております。 

       また、天気も政情も大きく動く中で開催することとなりました。５月２３日か

ら２４日にかけて、福崎町で大きな雨が降り、床下浸水２５戸を初めとして、道

路や農地、農業用施設に被害をもたらしました。幸い、各自治会や消防団の活動

によって被害を最小限に食いとめることができましたことは、幸いでありました。 

       政治の分野では、鳩山政権から菅政権へと変わりました。私は新年のあいさつ

で、期待６分心配４分と述べましたが、その気持ちは今も変わっておりません。

新しい内閣が、国民の期待に応えて、私たちの命、暮らし、人権を守ってくれる

ことを願いつつも、そんなに変化しないのではないかという心配もいたしており
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ます。 

       いつの時代でも一つの焦点は、みんなでつくり出した新しい価値をどう分配す

るかということであります。新しい政権になって、これまでのお金の使い方がこ

れでいいのかという仕分け作業が進められ、なるほどと納得することもありまし

た。しかし、憲法を暮らしの中へ生かそうと考えている私の目から見ますと、米

軍への思いやり予算を含め５兆円を超える軍事費や政党助成金等にメスが入らな

いのは歯がゆい思いがいたします。 

       福崎町の現状を見ますと、そこに住む人は年収が１，０００万円以下の人がほ

とんどであり、中小零細企業の方々が多くあり、耕作面積が１町歩以下の農家の

方々がほとんどであります。当然として、これらの圧倒的な多数の人々に光の当

たる政治を願わずにはおられないわけであります。 

       価値配分の重要な手段として税制があります。所得税、消費税、法人税などを

めぐっていろいろ論議されようとしており、関心をもって見つめてまいりたいと

考えております。 

       お金をどう使うかは中央政府だけの問題ではなく、当町にも当てはまるもので

あります。６月議会は町民の命、暮らし、人権をどう守るかが、議案審議や一般

質問を通して議論されるものと町民の皆さんから期待されているわけであります。 

       さて、本議会には、報告５件、議案１１件を提案いたしております。内容につ

きましては、副町長及び担当課長が説明をいたしますので、十分ご審議の上、ご

賛同賜わりますようお願いを申し上げます。 

       次に、各課の報告をさせていただきます。 

       まず、総務課についてであります。６月１日の善意の日に、長年ボランティア

などの活動をされた３団体と６名の方に、福崎町善意賞のクロガネモチ賞とサル

ビア賞を贈りました。今後ますますボランティアの輪が広がることを期待してい

ます。 

       選挙事務についてですが、選挙人名簿の定時登録者数は６月１日の基準日現在、

男子７，３２７人、女子８，１１２人、合計で１万５，４３９人となります。前

回の３月基準日より、１４人の減となっております。 

       企画財政課でありますが、昨年９月から取り組んでいます行政改革大綱及び実

施計画の見直しにつきましては、行政改革懇話会に原案を示して、いろいろなご

意見、ご提言をいただきながら修正を重ねています。今後、最終案を行政改革懇

話会にお示しし、７月中に第４次行政改革大綱実施計画として決定してまいりた

いと考えております。 

       税務課についてでありますが、平成２２年度の住民税特別徴収納税通知書は５

月１０日に１，６４９事業所に、また軽自動車税につきましては、８，４１３台

の納税通知書を５月１１日に送付いたしました。平成２２年度町税等の集合徴収

納税通知書及び介護保険料納税通知書は６月１６日に、後期高齢者医療保険料の

納入通知書は７月１６日の発送に向けて準備を進めております。 

       出納閉鎖に向けた夜間徴収、また滞納整理対策委員会では、関係者の滞納者リ

ストをもとに、合同による徴収を行いました。昨年度に引き続き、兵庫県滞納整

理回収チームの派遣を５月からお願いをしています。県と連携を深め、滞納整理

に努めてまいりたいと考えております。 

       住民生活課についてでありますが、平成２２年度福崎町消防団操法大会につい

ては、５月１６日、福崎東中学校において実施いたしました。３２分団による熱

戦が繰り広げられ、自動車ポンプの部は新町分団が優勝、小型動力ポンプは庄分

団が優勝、準優勝が福田分団、３位が大門分団でありました。優勝２分団は来る
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６月２７日に三木市で開催されます、中播磨地区消防操法大会に福崎町代表とし

て参加をいたします。 

       平成２２年度福崎町戦没者追悼式は、５月２８日、エルデホールで行い、参列

者は１７６人でした。遺族会との協議で、本年度は町・遺族会での共催で行いま

した。次年度からは遺族会主催で、戦没者追悼式が行われます。 

       本年度創設されました、子ども手当については、０歳から中学３年生まで、１

人当たり月額１万３，０００円を、４月、５月の２カ月分を６月１０日に振り込

みました。 

       健康福祉課についてでありますが、４月より中学１年生から３年生、４９２人

に、子ども医療費受給者証を交付し、医療費自己負担額を無料にして、子育て世

代の経済的負担を軽減いたしております。 

       保健事業では、特定・基本健康診査・がん検診を６月９日から実施し、８月１

１日まで日曜日を含み、１３日間実施します。本町での国保加入者の生活習慣病

は、高血圧症が多く、心疾患や脳血管疾患へ重症化している人も多く、３人に１

人は生活習慣病で医療にかかっています。町では受診率の向上を目指し、多くの

町民の方に受診していただき、重症化を予防して、医療費の抑制につなげてまい

りたいと考えております。 

       福崎町食育推進計画については、アンケート調査の結果をもとにいずみ会等の

食育関係団体の意見を聴取し、本年度中の計画策定に向けて準備を進めておりま

す。 

       産業課についてでありますが、５月２３日から２４日の豪雨による農業関係の

被害が、農地１４カ所、農業施設２４カ所、林業施設３カ所の合計４１カ所で発

生しました。暫定法による国庫補助を受けるため手続を進めております。 

       平成２２年度松くい虫航空防除事業を６月１日に実施し、２回目は６月２２日

に実施する予定であります。 

       福崎町商工会設立５０周年を記念として、福崎町なっ得商品券の発行は、倍額

の１億１，０００万円に、１人当たりの限度額は２万円から５万円に拡大して、

７月１日から販売が開始されます。福崎町の消費拡大と地域商業の活性化を図っ

てまいります。 

       まちづくり課についてでありますが、道路関係で国に要望している路線は４路

線でありますが、要望額に対して約半分の内示額となっています。事業進捗はも

ちろん、関連する下水道事業やほ場整備事業などにも大きく影響を受けることと

なるため、国及び県に対して要望を続けてまいります。 

       ５月２３日未明から２４日にかけての大雨は、５月の記録としては福崎町での

観測史上最高を記録しました。土木関連災害では谷川で２カ所、大内川で１カ所

の災害が発生をいたしました。復旧事業の実施に向け、事務手続を進めてまいり

ます。 

       住民の方々の関心が高い福崎駅周辺整備について、県道甘地福崎線を初めとす

る幹線道路の整備や、駅前広場、駅舎の施設整備などの利便性向上に向けた取り

組みを進めております。 

       また、すべての人が住みやすく訪れやすいまちづくりを基本理念としたユニバ

ーサル社会の実現に向けた取り組みについては、平成２１年度に策定した事業プ

ランに基づき、地域の皆さんのご協力を得ながら、事業の進捗に努めております。 

       下水道課についてでありますが、まず福崎町浄化センターについては面整備の

拡大とともに、接続件数が２，４００件を超えておりますが、引き続き順調な運

転と良好な水質を得ております。また、田原汚水中継ポンプ場の建設工事は、地
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下構造物の築造に向けて工事が進んでおります。下水道面整備事業につきまして

は、八反田地区の面整備工事は予算を繰り越し、５月連休明けより本格的な工事

に入っております。また今後の中島・西光寺地区面整備に先だって、接続先とな

る田原第３汚水幹線管渠工事（第２工区）では、本会議の承認を得て、工事を進

めてまいります。 

       舗装本復旧工事では、本年度予定しています山崎地区の一部及び吉田地区の整

備に向け、準備を進めています。 

       雨水幹線整備事業については、現在工事中の川すそ雨水幹線管渠工事及び長目

雨水幹線管渠工事は予算を繰り越し、引き続き工事を進めているところでござい

ます。 

       出納室でありますが、５月３１日をもって、平成２１年度の出納を閉鎖し、決

算書並びに決算報告書などの調整を行っております。 

       また、庁用備品購入の一括購入見積書を物品登録業者から徴収し、関係課と調

整中であります。 

       学校教育課については、学校の耐震改修工事についてですが、児童生徒の安

心・安全の確保を図るために、福崎小学校、田原小学校、福崎東中学校の耐震改

修工事を行っております。８月末日の工事完了を目指し、予定どおり進捗してお

ります。 

       八千種小学校区地域教育推進委員会については、４月に組織され、多くの方々

の協力を得て、６月から子ども見守り活動に取り組んでいただいております。 

       抽出方式となった、全国学力・学習状況調査については、４月２０日に実施し

ました。本町は１校が抽出されましたが、抽出されなかった５校も希望参加し、

受験者は３９５名、欠席者は４名でありました。 

       社会教育課についてですが、第２８回福崎町美術展を５月２１日から２３日の

３日間開催しました。洋画、日本画、書、彫塑、工芸、写真の５部門に、１７５

作品の応募があり、２３日には表彰式を文化センター大ホールで実施をいたしま

した。 

       大庄屋三木家住宅については、改修に向けての取り組みを始めました。設計監

理業務については、見積入札の結果、神戸建築文化財研究所と契約を交わしまし

た。秋口には本年度の工事入札を実施し、本格的な工事着工となります。 

       東広畑古墳についてでありますが、出土品をエックス線調査した結果、非常に

価値のある装飾付大刀であることがわかりました。今後、文化処理、保存処理を

進め、歴史民俗資料館等で展示を計画いたしております。 

       水道課については、４月１０日に八反田地区３件の下水道工事に伴う配水管移

設工事の入札を行い、水道管の入れ替え工事等を進めています。 

       また、６月１日から水道週間に合わせて、１日に福崎町管工事業協同組合によ

る技術講習を行い、町内業者の技術力向上を図ってまいりました。 

       以上、議案の提案と、各課の報告とさせていただきます。ありがとうございま

した。 

議    長 ただいま、上程議案に対する町長の大要の説明が終わりました。 

       これから議案番号順に詳細なる説明を求めてまいりますが、関連する議案は複

数で朗読及び説明を求める場合もございますので、あらかじめご承知をお願いい

たします。 

       まず、報告第４号、平成２１年度財団法人柳田國男・松岡家顕彰会事業報告に

ついて、事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 
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議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

社会教育課長 失礼いたします。 

       報告第４号、平成２１年度財団法人柳田國男・松岡家顕彰会の事業報告につい

て、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により報告をいたします。 

       報告書１ページをお開きください。 

       平成２１年度事業概要でございます。朗読をさせていただきます。 

       平成２１年度事業報告について、事業概要。 

       平成２１年度の主な事業としましては、松岡映丘画稿展をテーマごとに３期に

分けて実施しました。７月には『柳田國男全集』編集委員の小田富英氏を迎え、

「柳田國男の生涯と思想」と題し講演会を実施しました。８月には柳田國男学習

会として、子どもたちを対象に辻川界隈の散策や語り部会など趣向を変え、２度

実施いたしました。同月、第３０回山桃忌を開催し、講師に龍野歴史文化資料館

資料調査委員長の地主喬氏を迎え、「市川筋と揖保川筋の盆行事について」と題

し、講演をいただきました。その内容は１１月発行の会報、辻川界隈で紹介をい

たしました。１０月には兵庫県立人と自然の博物館の協力により、企画展「柳田

國男とカマキリ展」を実施し、期間中、同館の職員により、講演、寸劇講談を行

いました。１１月には甲南女子大学教授、木村重圭氏に、「松岡映丘について」

と題し講演会を、また、伊勢大神楽講社による伊勢大神楽も実施をいたしました。

１２月には、版画家の岩田健三郎氏による、版画教室を実施しました。 

       公益法人制度改革に対応するため、検討委員会を立ち上げ、新法下での顕彰会

のあり方について検討しましたが、引き続き公益認定を受けることが困難である

ことや、財団の本来の目的達成においても福崎町営として移行できないかとの結

果となりました。 

       常設展のリニューアルにつきましては、展示資料の変更、展示ケースの配置換

えを実施しました。パンフレットは、簡潔でわかりやすい内容に変更し、作成を

いたしました。また、昨年度に引き続き、記念館の月刊誌を継続して発行してお

ります。 

       ２ページをお開きください。 

       月別に主な事業をお示ししております。お目通しをいただきたいと思います。 

       ３ページをお開きください。 

       平成２１年度記念館入館者数及び入館料月別明細表でございます。上の表が月

別明細表です。入館者数は４，５４０人、入館料は６６万３０円です。下の表が

過去５年間の入館者数及び入館料の推移です。２１年度の入館料は２０年度に比

べ、１１万円程度の減となりました。各種事業に取り組みはしましたが、前年度

からの景気の悪化や新型インフルエンザ等の影響によるものと推測をいたしてお

ります。 

       ４ページをお開きください。 

       平成２１年度会計決算書でございます。 

       ５ページをお開きください。 

       収入の部でございます。決算額の説明をいたします。財産収入９万６，９２７

円は、定期預金利子、普通預金利子、出資金配当金の合計です。定期預金利子は

基金２，５００万円の利子となっております。寄附金収入３万３，０００円は、

山桃忌のお供えを含め２件ございました。その他１社から１０万円の寄附をいた

だきましたが、町を通じたため福崎町の補助金に含めております。町の補助金は、

人件費や光熱水費等と寄附分の１０万円を含めまして、合計３１０万円となって
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おります。入館料収入６６万３０円は、先ほど説明したとおりでございます。会

費収入は昨年度から９万６，０００円減の７２万３，０００円となりました。個

人会員３６９人、昨年度から４７人の減。法人会員３６団体、昨年度から６団体

の減となっております。雑入５万４，４５０円は、書籍等販売代金ほかでござい

ます。当期収入合計が４６６万７，４０７円、前期繰越額が６７万２，８５８円、

収入合計で５３４万２６５円でございます。 

       ６ページをお開きください。 

       支出の部でございます。法人費は顕彰会の管理に要したもので、３５７万１，

７６６円です。内訳としまして、会議費３万１，５００円は、自治会等の賄い費

です。需用費１６５万５，０５４円のうち、消耗品費２８万６，１８３円は、事

務用消耗器材費、食料費２万３，００６円は、山桃忌のお茶代や講師等の弁当代

ほかとなっています。印刷製本費５９万８，５７５円は、新しいパンフレットや

会員募集用のチラシ、書籍販売用の漫画本、絵はがきなどの印刷ほかでございま

す。光熱水費７４万７，２９０円は、電気代、上下水道料金でございます。役務

費４０万８２円のうち、通信運搬費２５万９，４１７円は、郵便料、電話料金で

ございます。広告費５万円は、２００９年度版料金ガイド広告、また全国高校美

術工芸研究大会の協賛広告代となっております。手数料３万３，６２０円は、山

桃忌講演の反訳、郵便局の振込手数料等で、保険料５万７，０４５円は、記念

館・生家収蔵品の火災保険料となっています。使用料及び賃借料３万７，５６０

円は、会場器具等借り上げ料で、清掃用具ほかでございます。備品購入費１１万

６，８７０円は、掃除機、裁断機ほかを購入いたしました。人件費１１６万３，

５００円はアルバイト賃金ほかです。旅費１６万７，２００円は理事の費用弁償

や旅費となっております。 

       ７ページをお開きください。 

       事業費は１４５万１，６９９円となっております。委託料６５万６，８５２円

は警備保障、消防設備点検、山桃忌前夜祭、決算書の作成、変更登記ほかでござ

います。工事請負費３万４，５９０円は諸施設費で、消防設備誘導灯バッテリー

を取りかえております。修繕費２９万５，１８０円は会議室の床カーペットの張

りかえ、玄関ポーチの土間タイルの修理、額縁の修繕ほかでございます。負担金

２万６，０００円は兵庫県博物館協会費、日本民俗学会の年会費となっておりま

す。交際費９万３，９４７円は、慶弔費また松岡家親族への贈答費ほかでござい

ます。報償費１９万９，４８０円は、各講演の講師謝礼ほかでございます。研修

費６，０００円は、防火管理者の受講料です。会報費１３万９，６５０円は、会

報辻川界隈第６号の印刷代です。 

       以上、当期支出合計は５０２万３，４６５円です。当期収支差額はマイナスの

３５万６，０５８円、次期繰越額は３１万６，８００円で、平成２２年度に繰り

越しとなります。 

       ８ページをお開きください。 

       貸借対照表です。当該年度における財務状態をあらわしております。 

       まず、借方の資産の部です。流動資産は普通預金、棚卸資産の合計で５４万６，

７７４円です。固定資産は有形固定資産の建物から模型で、合計としまして２，

９５９万４，７９３円です。無形固定資産は電話加入権の５万８，２５３円です。

投資等は出捐金の定期預金と出資金の合計で２，５０２万円です。資産合計が５，

５２１万９，８２０円です。 

       貸方の正味財産の部としましては負債がございませんので、合計で５，５２１

万９，８２０円となっております。 
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       ９ページをお開きください。 

       財産目録です。貸借対照表の内訳明細となっております。お目通しをいただけ

たらと思います。 

       １０ページをお開きください。 

       正味財産増減計算書でございます。正味財産がその年度中にどのように増加し、

また減少したかを示し、期末の正味財産額をあらわしていますので、お目通しを

ください。 

       １１ページをお開きください。 

       計算書類に対する注記です。会計方針、基本財産の増減、次期繰越収支差額、

固定資産の取得価額、減価償却累計を示しておりますので、お目通しをください。 

       １２ページをお開きください。 

       監査報告書でございます。５月１９日に監事３名の方に記念館で監査を受けて

おります。 

       次に、社会教育課資料３ページをお開きください。 

       左に寄附行為の新旧対照表を添付いたしております。平成２０年１２月１日に

公益法人制度改革関連３法が施行されまして、顕彰会では公益法人として存続す

るかどうかを協議していましたが、昨年度に検討委員会を立ち上げ協議した結果、

事業報告で延べましたとおり、公益認定を受けることが困難であること、財団本

来の目的達成においても福崎町に移行できないかとの結果になりました。検討委

員会では、その結果をことし２月２５日の理事会で報告をされました。今年度に

入り５月２４日の理事会で諮った結果、平成２３年３月３１日をもって解散する

こととなりました。またあわせて、残余財産については理事会の議決後、県教育

委員会の許可を受け、福崎町に寄附する旨の改正を議決いたしました。ただし、

理事からは記述のとおり残余財産を寄附するに当たっては、町営として館の運営

を引き続きお願いするとともに、より一層の柳田國男・松岡家の顕彰に努めてい

ただきたいとの要望がございました。町としましては、柳田國男が名誉町民であ

ることや、福崎町の文化行政を推進する上では柳田國男抜きでは考えられないこ

とから、館を町営施設として引き続き運営していく方向で進めていきたいと考え

ております。 

       そのほか、平成２２年度事業計画、予算書及び理事、監事の名簿を添付いたし

ておりますので、ご参照ください。 

       以上、報告第４号の説明とさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

議    長 次に、報告第５号、平成２１年度兵庫県町土地開発公社事業報告について、報

告第６号、平成２１年度福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる繰越計算書の

報告についての両案を事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに両案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

企画財政課長 失礼いたします。 

       報告第５号についてご説明申し上げます。 

       兵庫県町土地開発公社は福崎町など県下１２町が出資している、地方自治法第

２２１条第３項に該当する法人です。したがいまして、地方自治法第２４３条

の３、第２項の規定に基づき、その事業報告及び財務諸表を報告させていただ

くものです。 

       それでは報告書の１ページをお開き願います。 

       まず平成２１年度事業報告ですが、事業の概況では土地の取得は２ページ上段
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にお示しをしておりますとおり、播磨町からの受託分１件で、面積８，５１５

平方メートル、金額４億９６４万６，０００円です。一方、土地の処分は２ペ

ージ下段の一覧表のとおりで、処分に該当するものは平成２１年度買い戻し額

の元金相当額があるものとなります。件数で５件、金額では８，８７５万９，

０００円、このうち平成２１年度で処分が完了した土地は１件、金額で２５０

万円となりました。この結果、兵庫県町土地開発公社の平成２１年度末土地現

在額は４件で、５億１７６万６，０００円となっています。 

       次に事業収支では、平成１９年度から職員を兵庫県町村会へ転籍させ、経費の

削減を図ってきた結果、５万８，２４８円の黒字となり、未処分利益剰余金は

１，８５９万８，６４０円となりました。 

       以上が平成２１年度に実施した事業の概況です。今後も土地開発公社を取り巻

く経営環境は依然として厳しい状況にありますが、公共用地の確保に万全を期

するとともに、長期保有土地の縮減など設立団体と十分協議の上、引き続き経

営の健全化に向けて努力をしてまいります。 

       次に、３ページからの財務の概況をご説明申し上げます。 

       まず、予算執行実績ですが、収益的収入及び支出の収入は、事業収益では一般

事業売却収益が３町からの元金利子相当分で９，６２８万７，７７２円、事務

費収益が受託１町からの２０４万８，２３０円です。事業外収益では基本財産

利息が１２町からの出資金に対する利息で９万４，５７１円、預金利息は、そ

れ以外の預金にかかる利息で１４万８，２４５円、合計で２４万２，８１６円

となり、収益的収入合計は９，８５７万８，８１８円です。 

       次に、４ページの支出ですが、事業原価は一般土地売却原価が９，６２８万７，

７７２円、販売費及び一般管理費は、旅費、需用費、役務費、負担金補助及び

交付金、町村会への事務委託料で、合計２２３万２，７９８円となりまして、

収益的支出合計は９，８５２万５７０円であります。この結果、当期純利益は

５万８，２４８円となりました。 

       次に、５ページをお開きください。 

       資本的収入及び支出の収入は、一般土地借入金で、受託１件分の４億９６４万

６，０００円です。支出は、公有地取得事業費の一般土地取得費が受託１件分

の４億９６４万６，０００円、長期借入金返済金の一般事業償還金が３町５件

分の元金８，８７５万９，０００円で、資本的支出合計は４億９，８４０万５，

０００円となっております。 

       ６ページ、借入金の概要では、本年度末残高は土地現在額と同額となりまして、

５億１７６万６，０００円となっております。 

       監査の実施状況は記載のとおりであります。 

       一般庶務事項では理事会の概要、７ページではその他の会議について記載をし

ております。 

       ８ページは役員に関する事項を記載しておりますが、９ページの異動状況のと

おり、６月２１日の任期満了による辞任及び就任と、１１月２７日、前理事長

足立理秋氏辞任による役員改選が行われました。 

       次は１１ページをお開きください。 

       ここからは平成２１年度の計算書類をお示ししております。まず１１ページは

損益計算書、１２ページは貸借対照表、１３ページはキャッシュフロー計算書、

１４ページは財産目録をお示ししておりますので、それぞれお目通しください。

１５ページ、１６ページには附属明細表をお示ししております。現金及び預金

では普通預金が３５９万８，６４０円、定期預金が３，３００万円となってお
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ります。１６ページ上段は、長期借入金５億１７６万６，０００円の明細です。

中段は資本金１，８００万円の明細となっています。次の１７ページは、委託

団体別買戻額予定表であります。１８ページには監査報告書を添付しておりま

す。４月２３日に監査を受けております。また、次のページからは、平成２２

年度の事業計画及び資金計画をお示ししておりますので、それぞれお目通しく

ださい。 

       以上、平成２１年度兵庫県町土地開発公社事業報告及び決算の概要に関する説

明とさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

       続きまして、報告第６号についてご説明申し上げます。 

       この報告は３月議会で議決をいただき、また先の臨時議会で承認をいただきま

した、平成２１年度一般会計予算の繰越明許費にかかる繰越計算書ができまし

たので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告をするものです。 

       次のページをお開き願います。 

       平成２１年度一般会計予算繰越明許費にかかる繰越額は、款総務費、項総務管

理費の庁舎施設修繕事業６００万円から、最後のページの款教育費、項保健体

育費の第一グラウンドトイレ改修事業１，３５０万円までの合計４億３，１１

５万円となりまして、繰越明許費予算の全額であります。 

       企画財政課資料に繰越明許費にかかる事業内容と詳しい財源内訳をお示しして

おりますので、資料をお開きください。 

       それぞれの繰越事業の事業内容及び詳細な財源内訳は資料にお示しをしている

とおりです。繰越事業としましては２１事業で、翌年度繰越額４億３，１１５

万円に対する財源は、既収入特定財源はございません。未収入特定財源として

は、国庫支出金はそれぞれの事業にかかる補助交付金で１億４，１８７万６，

０００円、きめ細かな臨時交付金で５，７７５万４，０００円、公共投資臨時

交付金で２，６４０万円の合計２億２，６０３万円です。また、県支出金は２，

５６６万３，０００円、受益者分担金９９３万４，０００円、地方債１億４，

２６０万円となっております。一般財源につきましては、２，６９２万３，０

００円が必要となるため、繰越明許費繰越金として翌年度に繰越をいたします。 

       以上、報告第６号の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議    長 次に、報告第７号、平成２１年度福崎町公共下水道事業特別会計予算繰越明許

費にかかる繰越計算書の報告について事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

下 水 道 課 長 失礼いたします。 

       報告第７号、平成２１年度福崎町公共下水道事業特別会計予算繰越明許費にか

かる繰越計算書の報告について、ご説明申し上げます。 

       この報告は３月議会に議決をいただいたもので、規定により計算書ができまし

たので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、ご報告いたします。 

       次のページに示しておりますのは、平成２１年度福崎町公共下水道事業特別会

計予算繰越明許費繰越計算書でございます。２款下水道事業費の公共下水道事

業、５億３，３８４万円の全額を繰り越しするもので、財源の内訳といたしま

して、既収入特定財源の受益者負担金が１，９０４万円、国県支出金２億５１

０万円、その他地方債が３億２１０万円、それと一般財源７６０万円でありま

す。 

       繰越額の内訳につきましては、特環公共下水道で八反田地区、山崎地区面整備
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工事、マンホール設備等にあてる事業費２億１，４５０万円、公共下水道では

田原汚水中継ポンプ場、八反田地区の面整備工事の一部にあてる事業費１億６，

８８４万円、浸水対策下水道では川すそ雨水幹線、長目雨水幹線、ヤゴ雨水幹

線ほか、雨水整備にあてる事業費１億５，０５０万円となっております。なお、

下水道課資料１ページに繰り越しました工事の箇所図を添付しておりますので、

あわせてごらんいただきたいと思います。 

       以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議    長 次に、報告第８号、平成２１年度福崎町水道事業会計予算繰越計算書の報告に

ついて事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

水 道 課 長  失礼をいたします。 

       報告第８号、平成２１年度福崎町水道事業会計予算繰越計算書の報告について

ご説明を申し上げます。 

       繰越計算書をごらんください。 

       地方公営企業法第２６条第２項ただし書きの規定による建設改良費の繰越額で、

この事業は長目雨水幹線工事に伴う配水管移設工事で、工事費の一部を繰り越

すものでございます。繰越となった理由は、年度内完成を目指しておりました

が、雨水幹線工事との併設工事のため、年度内完成が不可能となったというこ

とで繰り越すものでございます。事業費といたしましては、２９８万２，００

０円、これが予算計上額でございます。そして平成２１年度の出来高が１１０

万円ということで、支払義務の発生額です。そして翌年度繰越となった額が１

８８万２，０００円でございます。この財源の内訳といたしましては、公共下

水道事業特別会計より工事負担金で受け取りをいたします。 

       以上で報告第８号の説明とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げま

す。 

議    長 次は、議案第２９号、中播公平委員会委員の選任について、事務局に朗読させ

ます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を副町長から求め

ます。 

副 町 長 議案第２９号、中播公平委員会委員の選任についてご説明いたします。 

       昭和５３年７月に中播公平委員会を共同設置し、現在３町５一部事務組合で構

成しております。３名で構成している委員のうち、福崎町の澤田芳昭氏の任期

が、この６月３０日をもって満了いたします。委員の選考にあたりましては、

本委員会を構成する関係町長及び一部事務組合管理者が協議する中、改めて福

崎町の澤田芳昭氏を中播公平委員会委員に選任したく、地方公務員法第９条の

２、第２項の規定に基づき、議会の同意をいただこうとするものであります。 

       主な経歴についてご説明いたします。住所は福崎町大貫６５３番地１、氏名、

澤田芳昭、生年月日、昭和１３年２月１９日、現在７２歳であります。最終学

歴は昭和３７年３月に滋賀大学経済学部経営学科を卒業されております。主な

職歴といたしましては、昭和３９年５月に、日鐵物流株式会社に入社、平成３

年４月に株式会社日鐵物流コンピュータシステム取締役総務部長に就任、平成

１０年３月に定年退職されています。また、役職歴といたしましては、自治会、

ＰＴＡ等の副会長として活躍され、平成１０年７月に中播公平委員会委員に就
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任、委員長として現在に至っております。 

       総務課資料１ページに、私の抱負並びに任期一覧をお示ししていますので、ご

参照ください。澤田氏は３期１２年の委員経験をお持ちの、人格高潔で見識豊

富な方であります。何とぞご賛同賜りますようお願い申し上げます。 

議    長 しばらく休憩いたします。再開は１０時５０分といたします。 

◇ 

休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時５０分 

◇ 

議    長 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

       次は、議案第３０号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例について、議案第３１号、福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例について、議案第３２号、職員団体のための職員の行為の制限の

特例に関する条例の一部を改正する条例について、各案を事務局に朗読させま

す。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに各案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

総 務 課 長 失礼いたします。 

       議案第３０号の職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正は、地方公務

員の育児休業等に関する法律の改正等に基づくもので、主な改正点は、配偶者

が常態として子を養育することができる職員についても、育児のための早出、

遅出勤務及び時間外勤務の制限の請求ができるようにするものです。また、３

歳に満たない子のある職員が請求した場合には、原則時間外勤務をさせること

ができない旨を定めています。 

       総務課資料の新旧対照表２ページをごらんください。 

       第８条の３第１項は、配偶者が常態として子を養育することができる場合でも、

早出、遅出勤務の請求ができることとする改正です。第２項は、第１項の改正

に伴う読みかえ規程の整理です。 

       第８条の４は、第２項を新設、３歳に満たない子のある職員が、当該子を養育

するために請求した場合には、業務を処理するための措置を講ずることが著し

く困難である場合を除き、時間外勤務をさせてはならないことを規定していま

す。 

       第３項から第５項は、１項ずつ繰り下げの改正と文言の整理です。 

       なお、この条例は平成２２年６月３０日から施行しようとするものです。 

       続きまして、議案第３１号の職員の育児休業等に関する条例の一部改正は、議

案第３０号と同様に地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に基づくもの

で、主な改正点は、配偶者が常態として子を養育することができる職員につい

ても、育児休業が取れるようにするものです。例えば、現在夫婦共働きの職員

は、妻が育児休業を取っていると、夫は育児休業を取ることができませんでし

たが、今後は夫婦で育児休業を取ることができます。 

       なお、この条例は平成２２年６月３０日から施行しようとするものです。 

       総務課資料の４ページ、新旧対照表をごらんください。 

       第２条は、育児休業をすることができない職員を限定し、先ほど申し上げまし

たように、共働きであっても夫婦で育児休業が取れるようにするものです。 

       第２条の２は、育児休業法では一度育児休業をした職員が、同じ子について再
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度の育児休業をするためには条例で定める特別の事情を必要としていますが、

出生後一定期間中に育児休業を取得している場合は、再度の取得について特別

の事情を要しないことと改正されました。本条でこの期間を５７日間と定める

ものです。 

       第３条は、１号、５号は文言の整理、第４号は育児休業の終了の日から３カ月

を経過すれば、特別の事情がなくても再度の育児休業の取得を可能とするもの

です。 

       総務課資料の５ページをお開きください。 

       第５条は配偶者が常態として子を養育することができるようになっても、育児

休業の承認が取り消し事由に当たらないようにしたものであります。 

       第９条、第１０条と６ページの第１３条は、育児短時間勤務の場合、第１７条

は部分休業の場合で、内容は育児休業に準じた改正です。 

       続きまして、議案第３２号の職員団体のための職員の行為の制限の特例に関す

る条例の一部改正は、労働基準法の改正に基づくもので、給与を受けながら職

員団体のための活動ができる期間として、時間外勤務代休時間等を追加するも

のです。 

       なお、この条例は公布の日から施行し、平成２２年４月１日から適用します。 

       新旧対照表を８ページに添付しておりますので、ご参照ください。 

       以上、３議案ともよろしくご審議賜り、ご賛同いただきますようよろしくお願

いいたします。 

議    長 次に、議案第３３号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例につい

て、議案第３４号、福崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例の両案を事務

局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに両案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

健康福祉課長 失礼をします。 

       議案第３３号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について、ご

説明申し上げます。 

       今回の改正は、兵庫県の福祉医療費助成事業実施要綱の所得制限が一部改正さ

れたことに伴い、重度障害者及び幼児等に係る福祉医療費の助成について所得

要件を県の制度と同様としておりますので、改正を行うものです。 

       それでは、条例の一部改正について、ご説明いたします。 

       健康福祉課資料１ページの新旧対照表をごらんください。 

       第４条第１項第２号の重度障害者及び第３号の幼児等の所得による支給制限に

ついて、地方自治法附則第５条の４の２第５項をそれぞれ加えるものです。地

方税法の内容は平成２１年度の改正により、個人住民税の住宅ローン控除の適

用対象者が拡大され、平成２２年度から平成３５年度までの住宅借入金等特別

控除を受けた場合に、所得税において控除し切れなかった金額がある場合は、

翌年度の個人住民税において、住宅ローン控除が適用されるものです。兵庫県

福祉医療制度では、所得制限の基準となる個人住民税の所得割額の算定におい

ては、住民税における特別税額控除は行わないこととされたことから、同様の

改正を行うものです。 

       なお、改正による影響につきましては、住宅ローン控除対象者の方で、所得制

限をオーバーする方はなく、対象者に影響はございません。 

       附則として、この条例は、平成２２年７月１日から施行し、経過措置としてこ
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の条例の施行の日前に行われた医療の給付に関する所得による支給制限につい

ては、なお従前の例によるものとします。 

       以上で説明を終わります。 

       続きまして、議案第３４号、福崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例に

ついて、ご説明申し上げます。 

       今回の改正は、医療保険制度の安定的運営を図るための、国民健康保険法の一

部を改正する法律及び関係政令が平成２２年５月１９日公布され、同日施行さ

れることに伴い条例の一部を改正するものです。 

       改正の内容は、上位法令の国民健康保険法第７２条の４が削除され、第７２条

の５の条文が繰り上がったことに伴い条文整理をするもので、法第７２条の５

を法第７２条の４に改正して、附則としてこの条例は公布の日から施行するも

のです。 

       引用しています改正前の法律第７２条の５の内容は、国及び県は、市町が実施

する特定健康診査等に要する費用の３分１をそれぞれ負担するもので、交付金

等の内容に変更はございません。 

       健康福祉課資料２ページに新旧対照表をお示ししておりますので、ご参照くだ

さい。 

       以上で説明を終わります。両議案ともご審議賜りご賛同いただきますようお願

いいたします。 

議    長 次に、議案第３５号、平成２１年度福崎町水道事業会計歳入歳出決算認定につ

いて、議案第３６号、平成２１年度福崎町工業用水道事業会計歳入歳出決算認

定について、議案第３７号、平成２１年度福崎町水道事業剰余金処分について

の各案を事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに各案に対する詳細なる説明を求めます。 

水 道 課 長 失礼いたします。 

       議案第３５号、平成２１年度福崎町水道事業会計歳入歳出決算認定について、

及び議案第３６号、平成２１年度福崎町工業用水道事業会計歳入歳出決算認定

についてご説明いたします。 

       両議案とも地方公営企業法第３０条第４項の規定により議会の認定をお願いす

るものであります。 

       それでは初めに福崎町水道事業会計決算書の１２ページをお開きください。 

       福崎町水道事業の事業概要は、本年度は景気の低迷や節水意識の向上により、

給水収益は減少しました。また下水道工事に伴う設計検査手数料等の収入減に

より収益は減少しましたが、資産減耗費の減と極力節減に努めた結果、利益を

得ることができました。下水道工事に伴う配水管移設工事とともに、漏水調査

による漏水箇所の早期修理に努め、有収率は上がり８９．８％となりました。 

       維持管理では給水安定供給のため、昨年に引き続き千束送水管工事を実施しま

した。また福田水源地塩素無注入検出器の取り付けや、制御盤改造工事の実施

や真空ポンプ取りかえ、三ノ宮２号送水ポンプ電動弁取りかえを行い、給水の

安定供給を図りました。そして福崎町水道事業管路システム構築業務や水道施

設のリスク管理、耐震業務を行い、今後の施設耐震化計画を策定しました。 

       また、水道週間にあわせて、例年行っている町内業者育成及び災害時の早期対

応に備えて、ＡＥＤ講習やポリエチレン管融着継手工法の実務研修を行いまし

た。下の表では、給水料等の動きとして年度別に参考となるものをあらわして

います。 
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       また、水道課資料２ページから４ページに、水道料金及び送配水量の表を添付

しておりますので、あわせてご参照ください。 

       次に、恐れ入りますけれども、決算書の１ページ、２ページをごらんください。 

       水道事業決算報告書です。この決算報告書は予算に対して執行状況を明らかに

するため、税込みで表示比較をしております。 

       まず、収益的収入及び支出の収入です。第１款水道事業収益予算額合計３億５，

９８９万７，０００円、決算額３億４，７１８万１，４８６円、予算額に比べ

決算額の増減１，２７１万５，５１４円の減、昨年度比８％の減、第１項営業

収益決算額３億２，６１５万５，６４３円、うち仮受消費税及び地方消費税１，

４９７万８４０円、第２項営業外収益決算額２，１０２万５，８４３円、仮受

消費税及び地方消費税は９１万４，３８５円、第３項特別利益は決算額０円で

す。 

       次に、支出です。第１款水道事業費用予算額３億５，６２８万１，０００円、

決算額３億１，６００万３，５５２円、不用額４，０２７万７，４４８円、昨

年度比８．９％の減、第１項営業費用、決算額２億９，４３９万７，１４９円、

うち仮払消費税及び地方消費税６５２万９，１９１円、第２項営業外費用決算

額２，０９２万３，３６０円、うち仮払消費税及び地方消費税は０円です。第

３項特別損失決算額６８万３，０４３円です。なお、この決算額については、

消費税納付金が含まれ、附属書類１２ページ以降の税抜き明細書と合いません。 

       次に、３ページ、４ページをごらんください。 

       資本的収入及び支出の収入です。第１款資本的収入予算額合計９，０２８万２

００円、決算額８，５６６万７，９０７円、予算額に比べ決算額の増減４６１

万２，２９３円の減、昨年度比６８．７％の減、第１項他会計補助金、決算額

６８万１５８円、第２項工事負担金決算額８，４９８万７，７４９円です。 

       次に支出です。第１款資本的支出予算額合計１億８，２１８万７，２００円、

決算額１億６，２９２万４，４６３円、翌年度繰越額地方公営企業法第２６条

の規定による繰越額１８８万２，０００円、不用額１，７３８万７３７円、第

１項建設改良費決算額１億３，７７３万８，０００円、うち仮払消費税及び地

方消費税６５５万８，９５２円、第２項企業債償還金決算額２，５１８万６，

４６３円、なお資本的収入額が資本的支出額に不足する額７，７２５万６，５

５６円は、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額２４７万９，５２８

円と、当年度分損益勘定留保資金７，４７７万７，０２８円で補てんをいたし

ました。 

       次に、５ページをごらんください。 

       水道事業損益計算書の説明をいたします。 

       １、営業収益は、１、給水収益から、３、その他営業収益までの３項目を合わ

せまして３億１，１１８万４，８０３円です。 

       ２、営業費用は、１、原水及び上水費から、６、資産減耗費までの６項目を合

わせまして２億８，７８６万７，９５８円です。したがいまして、営業利益は

２，３３１万６，８４５円です。 

       ３、営業外収益は、１、受取利息及び配当金から、３、雑収益まで３項目を合

わせまして２，０１１万１，４５８円です。 

       ４、営業外費用は、１、支払利息と、２、雑支出を合わせまして１，４０７万

８，５０９円です。 

       したがいまして、経常利益は２，９３４万９，７９４円になり、昨年と比べま

すと、３７万７，１５１円の増となりました。 
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       ５、特別利益はございません。 

       ６、特別損失は６８万３，０４３円です。 

       したがいまして、当年度純利益は２，８６６万６，７５１円となり、前年度繰

越利益剰余金８８９万８，３５９円を加えますと、当年度未処分利益剰余金は

３，７５６万５，１１０円となります。 

       次に、６ページをごらんください。 

       水道事業剰余金計算書の利益剰余金について、ご説明をいたします。 

       １、減債積立金は、１、前年度末残高の２，８３５万３，１７６円と、２、前

年度繰入額の２００万円を合わせまして、３、当年度処分額はございませんの

で、当年度末残高は３，０３５万３，１７６円となります。 

       ２、建設改良積立金は、前年度末残高の２億８，３８０万６，３３６円と前年

度繰入額の６，０００万円を合わせまして、当年度処分額はございませんので、

当年度末残高は３億４，３８０万６，３３６円となり、積立金合計は３億７，

４１５万９，５１２円となります。 

       ３、未処分利益剰余金の前年度未処分利益剰余金は、７，０８９万８，３５９

円から、減債積立金の２００万円と、建設改良積立金の６，０００万円を引き、

繰越利益剰余金年度末残高は８８９万８，３５９円となり、当年度純利益の２，

８６６万６，７５１円を加え、当年度未処分利益剰余金は３，７５６万５，１

１０円となります。 

       次に、７ページをごらんください。 

       資本剰余金の部について、ご説明をいたします。 

       １、工事負担金の当年度発生高の８，４４３万４，０８４円から、特定収入消

費税及び地方消費税圧縮額４０２万６７１円と、当年度処分額５２８万１，４

５０円を差し引き、当年度末残高は２４億５，２９５万９，５５６円です。 

       ２、補助金の当年度発生高は６８万１５８円で、特定収入消費税及び地方消費

税圧縮額３万２，３８８円と、当年度処分額１７８万２，８９４円を差し引き、

当年度末残高は６，６０２万４９１円です。 

       ３、寄附金の当年度処分額はなく、当年度末残高は１００万円であります。 

       ４、受動財産評価額は変動がございませんので、当年度末残高は６億１，３２

４万８，６７１円です。 

       ５、消火栓設置工事負担金の当年度発生高は５５万３，６６５円で、特定収入

消費税及び地方消費税圧縮額２万６，３６５円を差し引き、当年度末高は１億

１，８６３万６，９１６円となり、翌年度繰越資本剰余金は３２億５，１８６

万５，６３４円となります。 

       次に、８ページをごらんください。 

       利益剰余金処分案について説明をいたします。 

       １、当年度未処分利益剰余金は３，７５６万５，１１０円で、２、利益剰余金

処分として減債積立金に２００万円と、建設改良積立金に２，７００万円を、

合わせて２，９００万円を処分し、積み立てたいと考えています。したがいま

して、３の翌年度繰越利益剰余金は８５６万５，１１０円となります。 

       次に、９ページ、１０ページをごらんください。 

       貸借対照表についてご説明をいたします。 

       資産の部の１、固定資産として、イ、土地から、トの建設仮勘定まで合わせま

して、固定資産合計は４４億５１０万４，７２３円です。 

       ２、流動資産は、現金預金と未収金と貯蔵品を合わせまして、流動資産合計は

５億８，１５８万２，４６３円で、資産合計は４９億８，６６８万７，１８６
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円となります。詳細につきましては、水道課資料１ページと５ページを参照し

てください。 

       負債の部の３、流動負債は未払金とその他流動負債を合わせまして、流動負債

合計は５４９万９，５５８円です。負債合計は５４９万９，５５８円となりま

す。詳細につきましては、水道課１ページをご参照ください。 

       資本の部の４、資本金は、自己資本金と借入資本金で、イの企業債を合わせま

して、資本金合計は１３億１，７５９万７，３７２円となります。 

       ５の剰余金の資本剰余金は、イの受贈財産評価額から、ホの消火栓設置工事負

担金合わせまして、資本剰余金合計は３２億５，１８６万５，６３４円となり

ます。利益剰余金は、イの減債積立金から、ハの当年度未処分利益剰余金合わ

せまして、利益剰余金合計は４億１，１７２万４，６２２円となり、剰余金合

計は３６億６，３５９万２５６円で、資本合計は４９億８，１１８万７，６２

８円となり、負債資本合計は４９億８，６６８万７，１８６円となります。水

道課資料に明細を添付しておりますので、あわせてご参照ください。 

       次に、決算書の１３ページをごらんください。 

       議会の議決事項につきましては５件です。職員に関する事項は２件です。料金

その他供給条件の設定変更に関する事項はございません。 

       次に、１４ページをごらんください。 

       建設改良工事は、下水道工事に伴う配水管の移設工事と水道課単独の配水管新

設入れかえ工事と、山崎配水池進入路設計委託料であります。 

       次に、１５ページをごらんください。 

       ２１年度合計、１５件で１億６４８万８，５００円です。２０年度繰越事業は

２件で２，２７８万２００円であり、合計で１億２，９２６万８，７００円で

す。 

       次に、１６ページをごらんください。 

       送配水管入れかえの状況につきまして、下水道工事に伴う配水管移設工事等と

消火栓５基を設置いたしました。増加の小計欄の合計が５，９０１メートル、

減少の小計欄合計は４，７８３メートルで、差し引き合計１，１１８メートル

が２１年度でふえた延長であります。したがいまして、昨年度の総延長１８万

３，９７９メートルに本年度増加延長１，１１８メートルを加え、２１年度総

延長は１８万５，０９７メートルで、石綿管の入れかえは２１年度はなく、総

延長４，１６８メートルで、石綿管比率は２．３％で昨年度と変わりませんで

した。 

       給水工事は７８件の工事を行いました。以下、保全工事及び業務に関して説明

していますので、お目通しをください。 

       次に、決算書の２４ページをごらんください。 

       水道事業会計収益費用明細書について説明をいたします。 

       まず、収益であります。水道事業収益は３億３，１２９万６，２６１円で、営

業収益は３億１，１１８万４，８０３円、内容といたしましては、水道料金か

ら消火栓使用料までで、その主なものは水道料金２億９，４０７万６，８９０

円と、設計検査手数料の９２４万５，２０９円であります。営業外収益は２，

０１１万１，４５８円で、内容としましては、預金利息から次のページのその

他雑収益までで、主なものは開発協力金が８３７万９，１１９円と、加入分担

金が９３１万６，０００円であります。 

       次に、２６ページをごらんください。 

       費用であります。水道事業費用は３億２６２万９，５１０円で、営業費用は２
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億８，７８６万７，９５８円で、原水及び上水費は水源地に係る費用で、給料

から雑費までで４，４６２万５９円、主なものは人件費のほか修繕費９１１万

３３６円と、動力費の１，２９９万８，４７９円です。 

       配水及び給水費は、配水池と給水配水管に係る費用で、給料から次のページの

受水費までで、１億１，６３６万３，７４４円で、主なものは人件費のほか次

のページの委託料が２，３０７万６，７２２円、修繕費が７５３万７，３４８

円、路面復旧費が１，１７３万４７５円と、県水受水費の４，００９万５，２

８８円です。 

       総係費は水道に係る通常経費で、給料から雑費までで２，７７９万１，５８１

円で、主なものは人件費であります。 

       そのほかには減価償却費が６，７０２万１，８８０円と、資産減耗費が３，１

１１万１，６９４円です。営業外費用は支払利息の１，２３３万６，３７９円

と、雑支出の１７４万２，１３０円です。特別損失は６８万３，０４３円です。 

       次に、２９ページをごらんください。 

       水道事業会計の資本的収入及び支出の明細について、説明をいたします。 

       まず、収入であります。資本的収入は８，５６６万７，９０７円で、補助金は

６８万１５８円です。工事負担金は消火栓設置工事負担金が５５万３，６６５

円と、工事負担金が７，６０３万１，９８４円と、給水工事負担金の８４０万

２，１００円です。 

       次に支出であります。資本的支出は１億５，６３６万５，５１１円で、建設改

良費の１億２，３１１万３，０４８円と、給水工事の８０６万６，０００円と、

企業債償還金の２，５１８万６，４６３円です。 

       次に、３１ページをごらんください。 

       固定資産明細についてご説明をいたします。土地から建設仮勘定まで合計で年

度末現在高は５７億８，８１２万９，９９０円で、減価償却の当年度増加額は

６，７０２万１，８８０円で、当年度減少額は１，６７９万４，３３１円、累

計１３億８，３０２万５，２６７円になり、差し引きしますと、年度末未済額

は４４億５１０万４，７２３円になります。 

       次に、３２ページをごらんください。 

       企業債明細書について説明をいたします。企業債明細書は合計で当年度償還額

が２，５１８万６，４６３円で、未償還残高は２億４，５３７万９，１２３円

で、償還利子は１，２３３万６，３７９円です。 

       以上で、議案第３５号の説明を終わらせていただきます。 

       続きまして、議案第３６号について説明をいたします。 

       それでは、平成２１年度福崎町工業用水道事業決算書の１０ページをお開きく

ださい。 

       福崎町工業用水道事業の事業概要で、本年度は株式会社ヨドキャスチングが工

場閉鎖となり、これに伴う契約水量の減少と景気の低迷や節水意識の向上によ

り給水収益は減少しましたが、経費の節減に努め、利益を得ることができまし

た。維持管理については、漏水事故や機器の故障もなく安定した運営を行うこ

とができました。今後も適切な維持管理を行い、経営の健全化と給水の安定化

を図ります。下の表では、契約水量等の動きとして、年度別に参考となるもの

をお示しをしております。また、水道課資料３ページと１７ページには料金及

び配水量の表を添付しておりますので、あわせてご参照をください。 

       それでは恐れ入りますけれども、決算書の１ページ、２ページをごらんくださ

い。 
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       工業用水道事業決算報告書の収益的収入及び支出について説明をいたします。 

       まず、収入であります。１款工業用水道事業収益予算額合計２，４２２万６，

０００円、決算額２，１４９万８０３円、予算額に比べ決算額の増減２７３万

５，１９７円の減、昨年度比５．４％の減。 

       第１項営業収益決算額２，１２７万２，０１０円、うち仮受消費税及び地方消

費税１０１万２，９４７円。 

       第２項営業外収益決算額２１万８，７９３円。 

       次は、支出であります。第１款工業用水道事業費用予算額合計２，４４４万９，

０００円、決算額２，０７８万８，２１０円、不用額３６６万７９０円、前年

度比１０．０％の減。 

       第１項営業費用決算額２，００９万３，２９１円、うち仮払消費税及び地方消

費税は３１万８，０２８円。 

       第２項営業外費用決算額６９万４，９１９円、なお、この決算額については消

費税納付金が含まれており、以降の税抜き明細書と合いません。 

       次に、３ページをごらんください。 

       工業用水道事業損益計算書について説明をいたします。 

       １、営業収益は給水収益と受託工事収益で２，０２５万９，０６３円です。 

       ２、営業費用は送水及び配水費から減価償却の３項目を合わせまして１，９７

７万５，２６３円、差し引き営業利益は４８万３，８００円となりました。 

       ３、営業外収益は受取利息及び配当金と雑収益合わせまして２１万８，７９３

円です。営業外費用はありません。したがいまして経常利益は７０万２，５９

３円となり、昨年と比べ１０９万６，７１６円の増となりました。したがいま

して当年度純利益は７０万２，５９３円で、前年度繰越利益剰余金の９９６万

１５円を加え、当年度未処分利益剰余金は１，０６６万２，６０８円になりま

す。 

       次に、４ページをごらんください。 

       工業用水道事業剰余金計算書の利益剰余金について説明をいたします。 

       １、利益積立金は前年度繰入額はありませんので、当年度末残高は６１６万２

０７円となります。 

       ２、建設改良積立金の当年度末残高は３，２９６万２，２３７円で、積立金合

計は３，９１２万２，４４４円となります。 

       ３、未処分利益剰余金は利益積立金がありませんので、繰越利益剰余金年度末

残高は９９６万１５円となり、当年度純利益の７０万２，５９３円を合わせま

して、当年度未処分利益剰余金は１，０６６万２，６０８円となります。 

       次に、５ページをごらんください。 

       資本剰余金についてご説明をいたします。 

       １、工事負担金の当年度発生高はなく、年度末残高は１億７，８８１万２，３

４５円です。 

       ２、国庫補助金と、３の寄附金はありません。 

       ４の受贈財産評価額についても当年度発生高はなく、当年度末残高は６億７，

４２８万６，３０９円となり、翌年度繰越資本剰余金は８億５，３０９万８，

６５４円となります。 

       次に、６ページをごらんください。 

       工業用水道事業剰余金処分計算書の案について説明をいたします。 

       １、当年度未処分利益剰余金は１，０６６万２，６０８円で、２の利益剰余金

処分額として利益積立金に１００万円を積み立てます。したがいまして、３の
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翌年度繰越利益剰余金は９６６万２，６０８円となります。 

       次に、７ページ、８ページをごらんください。 

       貸借対照表について説明をいたします。 

       資産の部の１、固定資産は、イの土地から、ホの車両運搬具まで合わせまして

固定資産合計は８億６，８８０万１，３１６円です。詳細につきましては、水

道課資料２０ページから２１ページをご参照ください。 

       ２の流動資産は現金預金と未収金を合わせまして流動資産合計は７，２５３万

５，０７２円となり、資産合計は９億４，１３３万６，３８８円です。詳細に

つきましては、水道課資料１６ページをご参照ください。 

       負債の部３、流動負債は未払金が３６万４，９１９円で、負債合計は３６万４，

９１９円です。詳細につきましては、水道課資料１６ページをご参照ください。 

       資本の部４、資本金は自己資本金が３，８０８万７，７６３円で、資本金合計

は３，８０８万７，７６３円です。 

       ５の剰余金の資本剰余金は、イ、受動財産評価額と、ロ、工事負担金合わせま

して、資本剰余金合計は８億５，３０９万８，６５４円です。 

       利益剰余金はイ、利益積立金と、ロの建設改良積立金と、ハの当年度未処分利

益剰余金合わせまして、利益剰余金合計は４，９７８万５，０５２円で、剰余

期合計は９億２８８万３，７０６円となり、負債資本合計は９億４，１３３万

６，３８８円となります。 

       次に、１１ページをごらんください。 

       議会の議決事項につきましては３件です。職員に関する事項は２件です。料金

その他供給条件の設定変更に関する事項はございません。 

       次に、１２ページをごらんください。 

       下の表では保全工事の内容について説明しますので、お目通しをください。 

       次に、１４ページをごらんください。 

       福崎町工業用水道事業会計収益費用明細書の収益について説明をいたします。 

       工業用水道事業収益は２，０４７万７，８５６円で、営業収益の内容といたし

ましては、給水収益の水道料金が２，００３万４，０６３円です。営業外収益

の内容といたしましては、預金利息が２１万８，７１５円と、その他雑収益が

７８円です。 

       次に、１５ページをごらんください。 

       費用の説明をいたします。 

       工業用水道事業費用は１，９７７万５，２６３円で、営業費用は送水及び配水

費で事業に係る経費、経常経費で給料から公課費までで１，８６６万９，４３

８円で、その主なものは給料と動力費４９７万４，５０９円です。受託工事費

は１６万７，５７２円です。減価償却費は９３万８，２５３円です。 

       次に、１７ページをごらんください。 

       固定資産明細書は土地から車両運搬具まで合計で年度末現在高は８億８，６７

４万４，３１５円、減価償却費の当年度増加額は９３万８，２５３円で、当年

度減少額はなく、累計１，７９４万２，９９９円になり、差し引きいたします

と年度末未済額は８億６，８８０万１，３１６円となります。 

       以上で、議案第３６号の説明を終わらせていただきます。両議案ともよろしく

ご審議を賜り、認定いただきますようお願いを申し上げます。 

       最後に、議案第３７号についてご説明をいたします。 

       議案第３７号につきましては、議案第３５号に関係をいたしまして、水道事業

会計の剰余金を建設改良積立金に２，７００万円を処分したいので、地方公営
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企業法第３２条第２項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

       内容につきましては、水道事業会計の決算書８ページに剰余金処分計算書案と

いうことでお示しをしているとおり、本年度利益剰余金のうちから建設改良積

立金として２，７００万円を処分する議案を上程しております。よろしくご審

議を賜り、ご承認いただきますようお願いを申し上げます。 

議    長 ただいま、担当課長からの説明が終わりましたが、議案に対して監査委員から

の意見書が提出されておりますので、事務局から朗読し、その後監査委員から

の補足説明を求めてまいります。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、監査委員から補足説明を求めてまいります。 

代表監査委員 それでは監査意見を申し上げます。 

       平成２１年度水道事業会計及び工業用水道事業会計に対する決算審査意見書。 

       水道事業会計及び工業用水道事業会計決算について、去る５月１８日福永委員

とともに第２会議室において、豊國水道課長、長澤同課参事、西村同課係長の

出席を求め、事業報告及び政令で定める決算区分に従って作成された関係書類

の説明を求め、慎重に審査した結果、次の審査内容、意見を報告いたします。 

       水道事業会計では、審査に付された水道事業会計決算諸表を照合し計数的に適

正であると認めました。本年度の給水戸数は７，４０３戸で、昨年度に比べ１

６戸の増とほぼ前年並みでありましたが、給水量については景気低迷もありま

すが、節水型社会の影響で減少したため、料金収入も減少しております。収益

的収入につきましては、予算対比税込み１，２７１万５，５１４円、３．５％

の減、昨年度対比３，０１８万７，３８２円、８％の減となっている。 

       内容については、水道料金が主な営業収益であり、予算対比８１６万４，３５

７円、２．４％の減、昨年度対比では２，５０５万５，９３４円で、７．１％

の減、営業外収益は予算対比４５４万１，１５７円、１７．８％の減、昨年度

対比５１３万１，４４８円で、１９．６％の減となっております。 

       資本的収入につきましては、予算対比４６１万２，２９３円、５．１％の減、

昨年度対比１億８，８３１万２，８８８円、６８．７％の大幅減となっており

ます。これは下水道工事に伴う配水管移設工事負担金の減によるものでありま

す。 

       支出につきましては、昨年度と比較して、収益的支出で、下水道工事に伴う配

水管移設工事の資産減耗費の減少、支払利息の減少及び経費の節減努力もあり、

予算対比税込み４，０２７万７，４４８円、１１．３％の減、昨年度対比３，

０８２万２２６円、８．９％の減となっております。 

       資本的支出は、下水道工事に伴う配水管移設工事、消火栓の設置等改良工事を

進めたこと、下水道工事に伴う配水管新設工事の一部を２２年度に繰り越した

ため、予算対比１，９２６万２，７３７円、１０．６％の減、昨年度対比２億

２８９万４，８３８円、５５．５％の大幅減となっております。 

       内容については、特に建設改良費が昨年度対比２億４２４万６９８円、５９．

７％の減、企業債償還金は昨年度に比べ、１３４万５，８６０円、５．６％の

増となり、資本的収入額が資本的支出額に不足する７，７２５万６，５５６円

は、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額、損益勘定留保資金で補て

んしております。本年度は石綿管入れかえもなく、配水管修理を進めたことで、

有収率が３．７％上がり、８９．８％と、目標とされております９０％にあと

一歩となりました。なお、５基の消火栓増設を図っておられます。 

       本年は景気の低迷や節水意識の向上で、水の使用が減少したものの、当年度は
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２，８６６万６，７５１円の利益を確保されました。なお、業務実績と同規模

の全国平均と対比した経営指標を次表から見ると、効率的に運営されていると

考えます。右に掲げております業務実績と経営指標でありますけれども、一々

は説明申し上げませんが、１番目に事業の概要で３点挙げておりますが、普及

率だけを見てまいりますと、当町は９９．５％、全国平均では８１．２６％と、

その他の項目に対しても良と判断されます。施設の効率性でございますけれど

も、施設の利用率、有収率、ともに２点を見ましても良と言えます。 

       ３点目に経営の効率性でありますが、一番上の総収支比率を見てまいりまして

も、１０９．４７％、全国平均では１０６．５８％という成果を上げておられ

ます。その他項目たくさん掲げておりますけれども、その３点目下の営業収支

比率は少し高い、悪いという成果であります。一番下から二つ目の、職員１人

当たり給水収益あるいは職員給与費、これは高齢の方もいられるということも

なっておりますけれども、少し内容は悪いですが、全体的に見て優秀な成果を

収められておるように思います。 

       その他４点目、財政の状況でありますが、流動比率を見ますと１万５７５％、

全国平均では８４７％という数字を見ましても、非常に経営のやりやすい状況

がつくられておると、こういうふうに判断できると思います。 

       以下、お目通しをいただきたいと思います。 

       審査の結果でございますけれども、本年度の純利益は２，８６６万６，７５１

円と、前年度を上回りました。経過をたどりますと、収益は減少傾向にありま

すので、今後とも一層の経営合理化と経費節減の努力をされ、町民に対する良

質かつ安定した水道水の供給に努めていただきたいと思います。 

       ２点目に、施設のリスク管理と地域水道ビジョンが作成されておりますので、

それらに基づく計画的な経営に努められたい。 

       ３点目に、余裕資金は可能な限り短期運用に努力をいただきたい。 

       ４点目に、未収金については徴収体制が強化され減少したものの、さらなる工

夫が必要であろうと思います。 

       ５点目に、下水道課と業務統一に向けた検討を早められたい。 

       以上でございます。 

       工業用水道事業につきましては、審査に付された工業用水道事業会計決算諸表

を照合し、計数的に適正であると認めました。本年は水道事業と同様に、給水

量並びに給水収益が景気後退、節水型社会により減少しております。 

       収益的収支につきましては、収入が予算対比２７３万５，１９７円、１１．

３％減、昨年度対比１２２万１８３円、５．４％の減となっております。 

       内容につきましては、水道料金が主な営業収益で、予算対比２７１万５，９９

０円、１１．３％の減、昨年度対比１２５万８，３５０円で、５．６％減、営

業外収益で、予算対比１万９，２０７円、８．１％減、昨年度対比３万８，１

６７円、２１．１％減となっております。 

       支出につきましては、予算対比３６６万７９０円、１５％の減、昨年度対比２

３１万６，８９９円、１０％の減となり、営業費用は、予算対比３６４万３，

７０９円で、１５．４％減、昨年度対比では２３５万１，７４０円、１０．

５％減、営業外費用は、予算対比１万７，０８１円、２．４％の減、昨年度対

比３万４，８４１円、５．３％の増となり、収支差し引き７０万２，５９３円

の利益を確保されている。 

       昨年の審査意見で、黒字に向けた努力を要望いたしましたが、実現されました。 

       今後も企業への安定した水の供給に努め、さらなる経費節減と維持管理に工夫
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をすることで、黒字体質に向けた経営努力を要望いたします。 

       以上が、決算審査の意見であります。よろしくご審議賜りまして、よろしくお

願い申し上げます。以上でございます。 

議    長 次は、議案第３８号、福崎町道路線の認定及び廃止について、事務局に朗読さ

せます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

まちづくり課長 失礼いたします。 

       議案第３８号、福崎町道路線の認定及び廃止について、ご説明申し上げます。 

       当議案は、町道北野加治谷線の整備を進めるため、今回道路法第８条第２項及

び第１０条第３項の規定により、町道文珠荘線及び町道北野加治谷線を一たん

廃止して、新たに３路線として認定をしようとするものであります。 

       次ページの別紙でお示ししているとおり、認定する路線の路線名等については、

２級２８号文珠荘線、２級３５０号北野加治谷線及び３級４２２号線でありま

す。廃止する路線の路線名等は、２級２８号文珠荘線及び３級北野加治谷線で

あります。延長、幅員、道路整備計画等につきましては、まちづくり課説明資

料に記載させていただいております。 

       説明資料の１ページは認定の位置図、２ページは廃止の位置図、また３ページ

には道路整備の計画平面図等をお示ししております。あわせてごらんいただき

たいと思います。 

       認定する路線の１点目、２級２８号文珠荘線につきましては、起点は東田原字

藪下五反畑１９１３番１地先から、終点は東田原字妙徳山１８９１番１地先ま

で、延長は２０５．３メートル、幅員は７．０メートルから２４．０メートル

です。 

       ２点目の、２級３５０号北野加治谷線につきましては、起点は東田原字寺西１

３９９番地先から、終点は東田原字妙徳山１８９１番１地先まで、延長は２０

４．８メートル、幅員は４．０メートルから２６．０メートルです。 

       ３点目の、３級４２２号線につきましては、起点は東田原字妙徳山１８９１番

１地先から、終点は東田原字フロ屋１８７８番地先まで、延長は１８５．４メ

ートル、幅員は２．４メートルから７．４メートルです。 

       次に、廃止する路線の１点目の、２級２８号文珠荘線につきましては、起点は

東田原字藪下五反畑１９１３番１地先から、終点は東田原字妙徳山１８９１番

１地先まで、延長は１９４．２２メートル、幅員は７メートルから１４．１メ

ートルです。 

       ２点目の、３級３５０号北野加治谷線につきましては、起点は東田原字寺西１

３９９番地先から、終点は東田原字フロ屋１８７８番地先まで、延長は３５５．

４５メートル、幅員は２．４メートルから７．２メートルです。 

       また、説明資料３ページには、道路整備の計画平面図及び標準断面図等をお示

ししておりますので、お目通しいただきたいと思います。 

       以上、よろしくご審議の上、ご賛同賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

議    長 次に、議案第３９号、工事請負契約について、事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 
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下 水 道 課 長 失礼いたします。 

       それでは、議案第３９号について、ご説明申し上げます。 

       この工事は、平成２２年５月２８日に一般競争入札に付し、契約を締結するた

め規定により議会の議決をお願いするものでございます。 

       議案の内容は事務局朗読のとおりでございます。 

       下水道課資料２ページをごらんください。 

       左側に入札の結果を示しておりますのでごらんください。工事名は田原第３汚

水幹線管渠工事（第２工区）、落札金額は８，１３７万５，０００円、落札者

は港建設株式会社姫路支店であります。工事の期間は、平成２２年１２月２４

日までとしております。右側には工事箇所図を示しております。工事の範囲は

町道東大貫中島線と、計画道路中島井ノ口線の南詰交差点から、播但連絡道路

の南ランプの東までの範囲でございます。 

       資料３ページには、田原第３汚水幹線管渠工事（第２工区）の下水管路図を示

しております。ごらんいただきたいと思います。この工事は、今後面整備を進

めていきます中島地区及び西光寺地区並びに上中島地区の排水を受ける幹線管

渠で、これらの面整備に先立って工事を行うものでございます。 

       右下に工事概要を示しております。工事の総延長は６４５．５メートル、この

うち管布設工の開削工ＶＵ４００ミリが１２７メートル、ＶＵ３５０ミリが３

２０メートル、ＶＵ１５０ミリが１９８．５メートル、その他マンホール設置

工２３カ所、取りつけ管及び公共ます設置工１２カ所となっております。 

       このほか補助工として、播但連絡道路の橋台の防護及び隣接する沿道家屋の掘

削面崩壊防止のために、薬液注入による地盤改良工を予定しております。 

       なお、この工事区間は昼間の交通量が非常に多い箇所でありますので、夜間工

事で進めるものとしております。 

       以上で、議案第３９号の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、ご

賛同いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

議    長 次に、請願第２号、（旧）福崎保育所跡地を町立の公園化にする件を事務局に

朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本請願に対する詳細なる説明を求めます。 

冨田昭市議員 失礼いたします。 

       ただいま事務局が朗読いたしました（旧）福崎保育所跡地を町立の公園化にす

る請願の趣旨説明をさせていただきます。 

       このたびは大変に多くの議員さんに紹介議員になっていただきまして、大変に

ありがとうございます。感謝申し上げます。 

       ご承知のとおり、駅前区は現在のＪＲ福崎駅が明治２７年に誕生以来、百十数

年の間に人口がふえ続け、無計画に発展をした地域であります。福崎保育所が

建設された５０年前ごろは、周囲は田園地帯であったと聞いており、生活空間

もたくさんあり、住みやすい地域であったと聞いております。しかし、時代の

流れとともに周辺は急速に住宅が建ち並び、現在は（旧）福崎保育所地域が駅

前区の最大の密集中心地になりました。 

       今回、ぬくもりのあるまちづくりの視点から、この（旧）福崎保育所が取り壊

され、その機会に跡地の利用方法といたしまして、１、地震水害などの自然災

害や火災から身を守る避難場所にぜひしていただきたい。２点目に、福崎町一

番、４５０世帯あるわけですが、この過密住宅地域の憩いの場所として活用さ

せていただきたい。３点目に、子どもたちの健全な遊び場所として提供をして
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いただきたい。 

       過去、福崎町では、田原中学校の跡地、そして八千種中学校の跡地、それに福

崎西中学校の跡地等が売却されず残っているわけでございます。今後ますます

ふえ続ける高齢化社会の対応策としても必要であると考えております。 

       どうか（旧）福崎保育所跡地も売却せず、公園化にしていただきますようにお

願いをし、請願をするものでございます。 

       なお、駅前区民８５２名の賛同もいただき、署名簿も一緒に提出をしておりま

す。議員諸兄におかれましては、本請願の趣旨にご理解いただき、ご賛同をお

願いいたしまして、説明とさせていただきます。以上でございます。 

議    長 以上で、本定例会１日目の日程はすべて終了いたしました。 

       本日はこれにて散会することといたします。お疲れさんでございました。 

 

散会 午後０時０５分 

 

議    長 なお、全員協議会を１３時から第１委員会室で開催しますので、よろしくお願

いいたします。 


